
待ちに待ったプール開き

７月20日（水）、刈和野保育園プール開き。



人が活き・集うような魅力ある地域

安心して暮らせる地域創造を誓う

大仙市誕生記念式典

　
大
仙
市
誕
生
記
念
式
典
が
、
７
月
18
日

（
月
）午
前
10
時
か
ら
大
曲
市
民
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
岡
崎
浩
巳
・
総
務
省
大
臣
官

房
審
議
官
、
西
村
哲
男
・
秋
田
県
副
知
事
、
辻

久
男
・
秋
田
県
議
会
議
長
、
御
法
川
信
英
・

衆
議
院
議
員
、
金
田
勝
年
・
参
議
院
議
員
、
鈴

木
陽
悦
・
参
議
院
議
員
な
ど
国
、
県
、
市
の

関
係
者
や
市
民
な
ど
約
９
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
栗
林
市
長
は
式
辞
で
、「
大

仙
市
は
行
政
面
積
８
６
６
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
９

万
６
０
０
０
人
余
と
い
う
県

内
第
２
の
規
模
で
、
旧
８
市

町
村
の
歴
史
や
文
化
を
持
ち

寄
り
、
地
方
分
権
の
し
っ
か

り
と
し
た
受
け
皿
と
し
て
市

町
村
合
併
を
手
段
と
し
て
選

び
、
新
市
を
誕
生
さ
せ
た
。
地

方
分
権
時
代
の
地
域
づ
く
り

の
た
め
『
住
民
の
行
政
参
画
』『
住
民
と
の
協

働
』
の
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、「
幸
い
大
仙
市
に
は
交
通
基
盤
、
伝
統

行
事
、
文
化
財
な
ど
の
有
形
財
産
、
さ
ら
に

は
勤
勉
実
直
な
住
民
気
質
と
地
域
の
和
を
重

ん
じ
る
意
識
な
ど
の
無
形
の
財
産
が
蓄
積
さ

れ
て
い
る
」
と
地
域
の
特
色
に
ふ
れ
、「
地
域

資
源
を
最
大
限
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
特

色
と
独
自
性
を
発
揮
し
、
人
が
活
き
・
集
う

よ
う
な
魅
力
あ
る
地
域
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
創
造
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
め
た

い
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
合
併
協
議
に
取
り
組
ん
だ
旧
市

町
村
長
、
議
会
議
長
合
わ
せ
て
20
人
の
方
々

に
総
務
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
が
岡
崎
審
議
官

か
ら
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
高

橋
司
・
旧
大
曲
市
前
市
長
が
謝
辞
と
合
併
協

議
の
苦
労
話
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
協
議
会
の
議
会
選
出
委
員
、

民
間
委
員
の
38
人
に
は
栗
林
市
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。総務大臣表彰を受ける高橋司・旧大

曲市前市長。

「地域づくりに誠心誠意努めたい」と式
辞を述べる栗林市長。

２



記念講演
「新たな基礎自治体をめざして」

わたる

東京大学名誉教授　大 森　彌

　式典終了後には、行政学・地方自治論
が専門で東京大学名誉教授の大森彌さん
による記念講演が行われました。
　講演では、「合併により町村の数は
減ったが、地域がなくなったわけではな
い。地域の個性を大切にして、民間事業
の活性化や行政のスリム化を図り、住民
が積極的に自治に関わる住民自治を進め

ることが大切」と訴えました。
　また、「日本の根幹を支える農山村地
域が元気になる必要があり、地域自治区
を設置するなど、分権分散型の合併を目
指している大仙市が、地域が地域として
生きる新たな基礎自治体として生まれ変
わってもらいたい」と新市誕生にエール
を贈ってくれました。

合併協議会民間委員

塩　谷　國太郎

丹　波　千鶴子

小笠�　勝　男

田　中　一　夫

若　松　謙　三

佐々木　智　子

平　瀬　一　浩

冨　岡　妙　子

加　藤　正　孝

今　野　弘　子

小　松　成　功

今　野　幸　蔵

伊　藤　清　幸

中　野　文　子

�　橋　千　子

藤　本　欣　平

合併協議会議会選出委員

�　橋　孝　夫

熊　澤　龍　雄

加　藤　　勲

齊　藤　義　孝

石　山　與　一

三　浦　泰　治

鈴　木　良　夫

鎌　田　　正

藤　田　君　雄

千　葉　次　郎

佐々木　洋　一

冨　岡　喜　芳

橋　本　五　郎

渡　�　秀　俊

菊　地　喜代司

伊　藤　直　人

齋　藤　幸　巳

大　野　清　昭

�　橋　　五郎

川　原　誠　徳

倉　田　政　憲

長　澤　春　男

栗　林　次　美 旧大曲市長

高　橋　　司 旧大曲市前市長

今　野　正　彬 旧神岡町長

小　松　隆　明 旧西仙北町長

熊　谷　　勲 旧中仙町長

山　谷　　　二 旧協和町長

田　口　宏　暢 旧南外村長

伊　藤　　稔 旧仙北町長

�　貝　久　遠 旧太田町長

仲　村　力　夫 旧大曲市議会議長

大　坂　義　徳 旧大曲市議会前議長

富　　　正　男 旧神岡町議会議長

佐々木　昌　志 旧西仙北町議会議長

小　松　重　文 旧中仙町議会議長

鈴　木　辰　美 旧協和町議会議長

佐　藤　清　吉 旧南外村議会議長

佐々木　金　治 旧仙北町議会議長

大　山　　茂 旧仙北町議会前議長

門　脇　一　男 旧太田町議会議長

福　原　信　男 旧太田町議会前議長

● 総務大臣表彰 ● 大仙市長感謝状

新市誕生を約900人が祝う
大仙市誕生記念式典

<敬称略>
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応
募
前
に
注
意
す
る
点

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、
意
見
等
を
出
し
合

い
、
検
討
・
討
議
を
通
じ
て
最
終
的
な
提
案

等
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
毎
回
欠
か
さ
ず
に
出
席
し
、
積
極
的
に
作

業
や
討
議
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
が

参
加
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
取
り
ま
と
め
て
も
ら
っ
た
提
案
内
容
は
、

市
行
政
改
革
懇
談
会
、
行
政
改
革
推
進
本
部

で
検
討
し
た
上
、
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
集

中
改
革
プ
ラ
ン
の
参
考
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格

①
市
内
に
在
住
し
、
年
齢
が
20
歳
以
上
の
方

（
今
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
方
を
含
む
）。

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
業（
調
査
活
動
、
課

題
の
設
定
、
具
体
策
の
提
案
等
）に
責
任
を

持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
方
。

※
大
仙
市
の
関
係
者（
議
会
議
員
、
職
員
等
）

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　
任
意
の
用
紙
に
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

④
年
齢
を
明
記
し
、
本
庁
庶
務
課（
〒
０
１
４-

８
６
０
１ 

大
曲
花
園
町
１-

１
）ま
た
は
各
総

合
支
所
総
務
課
ま
で
直
接
申
し
込
む
か
、
郵

送
、フ
ァ
ッ
ク
ス（
０
１
８
７（
63
）１
１
１
９
）、

メ
ー
ル（sy

om
u
@
city
.d
aisen

.ak
ita.jp

）で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
限

８
月
10
日（
水
）※
当
日
必
着

そ
の
他

　
参
加
者
は
16
人
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
が
多
い
と
き
は
抽
選
で
選
ぶ
場

合
も
あ
り
ま
す
。
参
加
決
定
者
に
は
後
日
、

開
催
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
部
庶
務
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

（
内
線
２
０
６
、
２
０
７
）ま
で

参
加
し
ま
せ
ん
か

行
政
改
革
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
で
は
行
政
改
革
の
検
討
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
る
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
あ
る
み
な
さ
ん
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

内　容

第１回
オリエンテーション

第２回
意見交換

第３回
意見交換

第４回
意見等の整理

第５回
提案作成

８／20（土）
19:00～20:30

９／３（土）
19:00～21:00

９月下旬

10月上旬

10月中旬

作業内容の説明、行政改
革の達成状況等の説明

意見交換（課題、問題点に
ついて）

意見交換（提案内容の検討）

意見等の整理、提案作成準備

提案の取りまとめ、発表

回　数 日　時

■行政改革

　行政機関において、組織や機能を改革する

ことをいいます。主な改革として、サービス

の向上、組織の統廃合、事務の効率化などが

あります。

■ワークショップ

　ワークショップという言葉は、「具体的な物

事を詳しく検討する会議」「体験的に技術を習

得する研修会」などの意味に使われます。

　行政改革におけるワークショップは、行政改

革のための調査活動、課題の設定、提案の作成

および実現に向けた仕組みの検討など、協同作

業の場と位置付けています。

■集中改革プラン

　行政改革大綱（行政改革に取り組む基本的な

方向を示したもの）に基づき、平成17年度から

21年度までの期間、集中的に実施する具体的な

取り組みについてわかりやすく明示した計画の

ことをいいます。この「集中改革プラン」は平

成17年度中に公表することになっています。

【公表する項目】

　事務事業の再編・整理、廃止・統合、民間委託等

の推進、経費節減等の財政効果など。

４



選出区分
選挙選出
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

土地改良区推薦
農協推薦
共済推薦
議会推薦
〃
〃
〃

大
　
曲
　
地
　
域

中
　
仙
　
地
　
域

仙
　
北
　
地
　
域

太
　
田
　
地
　
域

神
岡
地
域

西
　
仙
　
北
　
地
　
域

協
　
和
　
地
　
域

南 

外 

地 

域

氏　　名
藤　井　辰　雄
渡　部　忠　行
石　山　礼　蔵
黒　川　雄　一
齋　藤　繁　吉
佐々木　忠　永
田　口　　繁　
佐々木　忠　悦
　�橋　　博　
戸　島　勝　憲
深　浦　幸　雄
三　浦　輝　夫
大　友　金己知
菅　原　廣太郎
進　藤　金　雄
佐　川　　淳　
田　村　　勉　
加　藤　正　孝
今　野　敏　満
菅　原　惣　平
武　藤　隆　男
安　田　恭　夫
加　藤　久　孝
佐々木　正　市
八　嶋　雄　市
渡　部　良太郎
佐　藤　吉　男
佐々木　茂　治
伊　藤　又エ門
　　橋　新　亮
茂　木　秀　美
小山田　良　二
齊　藤　　章　
佐々木　京　子
加　藤　孝　悦
今　野　純　子

選出区分
選挙選出
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

土地改良区推薦
農協推薦
共済推薦
議会推薦
〃
〃
〃

西部会長職務代理者

佐 藤 吉 男
(南外・51歳)

西部会長

進 藤 金 雄
(協和荒川・70歳)

【問い合わせ】
東部農業委員会（仙北総合支所）☎ 0187-63-8970まで
西部農業委員会（西仙北総合支所）☎0187-75-1111まで

【東部農業委員会】

【西部農業委員会】

東部会長職務代理者

煤 賀 正 喜
(太田町三本扇・61歳)

東部会長

後 藤 幾久雄
(内小友・55歳)

わがまちの
農業委員83人

■東部47人　■西部36人

専門委員会
農　政
農　政
農　地
農　地
農　政
農　地
農　政
会　長
農　政
農　政
農　政
農　地
農　地
農　政
農　地
農　政
農　地
農　政

農地委員長
農　政

農政副委員長
農　地
農　地
農　政
農　政

農政委員長
農　政
農　地
農　地
農　地

農地副委員長
農　政
農　政
農　政
農　地

職務代理者
農　地
農　政
農　地
農　地
農　地
農　政
農　地
農　地
農　地
農　地
農　地

氏　　名
佐　藤　一　男
三　浦　　功　
中　野　久　男
判　田　勝　補
佐　藤　　昇　
渡　邊　敏　雄
佐々木　　肇　
後　藤　幾久雄
今　野　忠　雄
伊　藤　義　人
藤　田　廣　一
松　本　久　明
太　田　光　雄
伊　藤　隆　康
井　上　一　雄
小　松　亥佐夫
戸　嶋　英　樹
佐　藤　誠　悦
高　橋　章　夫
藤　原　一　男
伊　藤　進　悦
田　村　誠　市
岩　田　長　市
細　谷　精　悦
鈴　木　清　敏
土　井　文　夫
高　橋　鶴　松
齋　藤　久　人
小　松　　強　
高　橋　喜榮治
大　西　茂　雄
佐々木　秀　治
長　澤　典　雄
　泉　　芳　博
中　村　春　悦
煤　賀　正　喜
藤　澤　博　志
田　口　雅　和
高　橋　久　昭
谷　口　　章　
小　松　賢一郎
倉　田　吉　彦
品　川　甚　一
長　澤　信　徳
佐　藤　文　一
長　澤　勝　久
鈴　木　孝　篤

専門委員会
農　地

農政委員長
農　地
農　政
農　地
農　政

農地委員長
農　政

農政副委員長
農　政
農　地
農　地
農　政
農　地
会　長
農　地
農　政

農地副委員長
農　地
農　政
農　政
農　政
農　地
農　地
農　地
農　政

職務代理者
農　政
農　政
農　政
農　地
農　地
農　地
農　政
農　政
農　地

５



おわびと訂正
「広報だいせん」７月１日号の５ページ秋田県文化財保護
管理指導員「伊藤 博さん」は「佐藤 博さん」の誤りで
した。訂正しておわびします。

　太田公民館（太田総合支所隣り）で秋田おはら節全

国大会のチケットを発売しています。

◆日時／９月３日（土）午前９時開演

◆会場／太田文化プラザ（太田総合支所隣り）

◆入場料／前売り500円・当日700円（全席自由）

【問い合わせ】

民謡「秋田おはら節」全国大会実行委員会事務局

☎ 0187-88-1119まで

チケット好評発売中

第10回「秋田おはら節全国大会」3

　カヌーに触れたことのない方でもインストラク

ター（大曲カヌー協会、県カヌー協会）指導のもと、

楽しく川下りができます。カヌーや救命胴衣はこち

らで準備しますので、気軽にご参加ください。

　当日は天候により、コースの変更や中止になる場

合もあります。

◆対象／小学４～６年生

◆期日／９月４日（日）

◆時間／午前８時30分集合、午前９時出発

◆会場／丸子川（仙北総合支所裏側河川～大盛橋付

近）

◆参加費／無料

◆申し込み／大曲公民館に備え付けの申込書に必要

事項を記入し申し込みください。

　電話、ファックスでの申し込みは受け付けてい

ません。

◆申込受付期限／８月25日（木）

【問い合わせ・申し込み】

大曲公民館

☎ 0187-62-1312まで

初心者でも挑戦できます

「チャレンジカヌー」1

　市内に在住し、住民基本台帳に登録されている

父子家庭で、義務教育終了前の子ども（中学校３年

生まで）を扶養している父に対して、父子手当を支

給します。支給を受けるためには申請が必要です。

　申請書は本庁児童家庭課家庭援護班、各総合支

所市民課福祉班に備えてあります。

◆受給要件／７月１日現在で父子家庭であり義務

教育終了前の子どもを扶養していること。

◆支給額／子ども一人につき年額１万円

◆持参するもの／父子家庭である事実を証明できる

物（戸籍謄本等）、印鑑、口座番号を確認できる物

【問い合わせ・申請】

本庁児童家庭課家庭援護班（内線175）まで

各総合支所市民課福祉班まで

手続きはお済みですか

父子手当の支給制度4

　特別養護老人ホーム「峰山荘」（協和峰吉川半仙

29-90）では臨時の看護職員を募集します。

　試験は履歴書審査で行います。

◆職種・定員／看護職員１人

◆受験資格／

看護師・准看護師資格を持ち、年齢が55歳以下の方

◆雇用条件／

　賃金／日額6,700円

　通勤手当／なし

　勤務時間／午前８時30分～午後５時15分

　休日／土曜・日曜日、祝日

◆申し込み方法／履歴書に写真と看護師または准

看護師資格の写しを添付し提出（郵送可）

◆申込受付期限／８月19日（金）※当日必着

◆採用予定／９月１日（木）から

【問い合わせ・申し込み】

特別養護老人ホーム「峰山荘」

☎ 018-895-2236まで

臨時職員募集

特別養護老人ホーム「峰山荘」2
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　非核平和映写会では

故林家三平師匠の夫人

で、現在エッセイスト

として活躍中の海老名

香葉子さんの少女期の

体験を長編アニメー

ション化した「あした

元気にな～れ ～半分の

さつまいも～」（90分）

を上映します。平和や

命の尊さについて親子

で考えてみませんか。

◆入場料／無料（入場整理券が必要です）

◆整理券配布場所／本庁住民課、各総合支所

地域振興課、大曲市民会館、中仙市民会館

（ドンパル）、協和市民センター（和ピア）、大

曲図書館、大曲地域の各公民館、サンクエス

ト大曲、女性センター

【問い合わせ】

大曲総合支所地域振興課

☎ 0187-63-1111（内線228）まで

非核平和映写会

「あした元気にな～れ！」
～半分のさつまいも～

８月21日（日）
午前９時30分開場、午前10時開演
会場／大曲市民会館

　新市誕生により、旧市町村で交付されていた政治活

動用看板証票の有効期限が切れ、引き続き看板を設置

する場合には、選挙管理委員会が発行する証票を新た

に貼付しなければなりません。

　まだ交付を受けていない方は必ず申請くださるよ

うお願いします。設置場所の変更、撤去する場合も

申請が必要ですので忘れずに申請してください。

◆交付場所／選挙管理委員会事務局（神岡総合支所

内）

◆交付枚数／候補者、後援会用それぞれ６枚以内

【問い合わせ】

選挙管理委員会事務局

☎ 0187-72-2167まで

有効期限が切れていませんか

政治活動用看板証票5

８月は市県民税の納期です

市県民税と国保税の納期8
　８月は市県民税（２期）と国民健康保険税（２期）の

納付月です。市税の納付は便利で確実な口座振替を

ご利用ください。口座からの引き落としは納付月の

末日になります。

【問い合わせ】

本庁税政課管理班

☎ 0187-63-1111（内線263）まで

◆入居資格／

①同居する親族がいる方。ただし、高齢者や障害者の

方は単身でも入居できる場合があります。

②住宅に困っている方

③収入が条例で定められている収入基準以下の方

④市町村税に滞納がない方

⑤市内に居住する連帯保証人がいる方

◆入居予定日／９月１日（木）

◆家賃／入居者の収入や住宅の設備等によって異な

ります。

◆申込受付期間／８月１日（月）から12日（金）までの

午前９時～午後５時（土曜・日曜日を除く）

◆募集住宅／

梨木田住宅 １戸（３ＬＤＫ・H７建設）

【問い合わせ・申し込み】

南外総合支所土木課

☎ 0187-74-2111（内線241）まで

入居者を募集します

南外地域の市営住宅7

　結核や肺がんなど胸部の病気撲滅のため、施設

設備や検診車購入などを目的に全国的に展開して

いる「複十字シール」募金運動。

　昨年度、市には1,862,505円の善意が寄せられま

した。市結核予防婦人会（熊谷ヤヱ会長）では、今年

も８月から９月の２カ月間複十字シールの意義や

目的を幅広く伝え、募金活動を行いますのでご協

力をお願いします。

【問い合わせ】

各地域の保健センターまで

結核などの予防に

複十字シール募金運動6

原爆死没者の慰霊ならびに
平和祈念の黙とう
　広島市、長崎市では、原爆の日に原爆死没者

の慰霊ならびに平和祈念式典が行われ、原爆が

投下された時刻、平和の鐘を合図に１分間の黙

とうを捧げます。

広島市 ８月６日（土）午前８時15分

長崎市 ８月９日（火）午前11時２分

　みなさんも職場や家庭において、原爆死没

者のめい福と世界恒久平和を祈念し、黙とう

を捧げるようご協力をお願いします。
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地
域
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
ア
ル
ミ
缶
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
に
汗
を
流
す
人
た
ち
が
い

た
。
月
に
１
度
、
20
日
過
ぎ
の
第
３
土
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら
、
西
仙
北
庁
舎
に
隣
接
す

る
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
ベ
ー
ス
に
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
歩
む

友
の
会
か
た
つ
む
り
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。

　
グ
ル
ー
プ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お

し
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
知
的
障
害
を

持
つ
人
た
ち
と
一
緒
に
社
会
に
出
て
学
び
合

お
う
と
昭
和
62
年
に
結
成
さ
れ
、
現
在
会
員

は
29
人
を
数
え
る
。
平
成
14
年
に
は
地
域
社

会
づ
く
り
へ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け
て
い
る
。

　「
今
日
は
大
き
な
ご
み
袋
で
15
袋
分
の
ア
ル

ミ
缶
を
つ
ぶ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
収
め

る
ど
ご
だ
。
こ
れ
か
ら
お
盆
に
か
け
て
一
番

缶
の
量
が
増
え
る
時
期
だ
も
の
」
と
話
す
の

は
、
会
長
を
務
め
る
豊
巻
光
治
さ
ん
。

　
豊
巻
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
に
誕
生
し
た
知

的
障
害
者
を
持
つ
家
族
の
会
「
西
仙
北
町
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
の
運
営
に
尽
力
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
で

は
、
会
長
兼
世
話
役
と
し
て
、
地
域
で
の
在

宅
福
祉
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

７
月
３
日（
日
）に
は
、
能
代
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
第
47
回
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
秋
田
県

大
会
に
お
い
て
、
更
生
援
護
功
労
者
と
し
て

秋
田
県
知
事
表
彰
を
受
け
た
。

　「
毎
日
家
族
と
だ
け
の
交
流
の
機
会
し
か
な

い
在
宅
の
知
的
障
害
を
持
つ
人
た
ち
や
、
そ

の
家
族
の
人
た
ち
を
何
と
か
し
て
外
に
連
れ

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

思
い
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
役
場
職
員
な

ど
４
人
が
世
話
人
と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合

い
、
会
の
立
ち
上
げ
に
奔
走
し
た
。

　「
ふ
れ
あ
い
の
中
で
お
互
い
を
理
解
し
て
い

く
こ
と
。
急
が
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
一
緒
に
歩

い
て
い
こ
う
」。
こ
れ
を
会
の
信
条
に
掲
げ
、

名
称
に
か
た
つ
む
り
を
使
用
し
た
。

　
施
設
で
の
オ
ム
ツ
た
た
み
か
ら
ア
ル
ミ
缶

リ
サ
イ
ク
ル
と
活
動
を
広
げ
、
ナ
ベ
ッ
コ
や

粘
土
細
工
、
忘
新
年
会
、
研
修
旅
行
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
か
ら
積
極
的
に
活
動
を

外
に
向
け
る
こ
と
で
楽
し
み
も
倍
増
し
た
。

　「
出
会
い
の
中
で
、
障
害
を
持
つ
人
、
そ
の

家
族
が
一
般
の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
生
き

■とよまき　みつじ
昭和３年１月23日旧西仙北町生まれ。
知的障害者（児）を持つ親たちの交流や自立支
援を目的に昭和53年に誕生した「西仙北手をつ
なぐ育成会」の運営に尽力。
ボランティア活動をとおして知的障害者の社会
参加を進める「歩む友の会かたつむり」の設立
には世話役として携わり、障害者の在宅福祉の
先駆的役割を果たす。

地
域
で
の
自
立
を
促
進
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ

更
生
援
護
功
労
者
秋
田
県
知
事
表
彰
受
賞

と
よ

ま
き

み
つ

じ

豊 

巻 

光 

治 

さ
ん
（
西
仙
北
地
域
・
刈
和
野
・
77
歳
）

が
い
や
夢
を
語
る
こ
と
の
喜
び
や
大
切
さ
を

知
っ
た
と
き
、
自
分
自
身
の
心
に
築
い
て
い

た
『
壁
』、
障
害
に
気
づ
い
た
」
と
い
う
。

　
だ
れ
も
が
同
じ
よ
う
に
自
立
し
た
生
活
を

送
り
、
積
極
的
に
社
会
活
動
に
参
加
す
る
と

い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
は
私

た
ち
に
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
が
、
地
域
で

の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
一

層
求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
み
慣
れ
た
家
庭
や

地
域
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
生

活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７月３日（日）、第47回手をつなぐ育成会
秋田県大会の会場前で仲間と記念撮影。
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　65歳以上の方の介護保険料は特別徴収

（年金からの差し引き）で納めていただいて

いますが、下表のような場合は普通徴収

（納付書等で納付）となります。

　普通徴収になった方には介護保険事務所

からお知らせと納付書を送付します。

普通徴収について
（納付書で納付する場合）

介 護 保 険 事 務 所 か ら の お 知 ら せ■
年
金
の
現
況
届
の
提
出

　
現
況
届
と
は
、
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
が
、
引
き
続
き
そ

の
年
金
を
受
給
す
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
も
の

で
す
。

　
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な

る
原
因
は
、
社
会
保
険
庁
へ

「
現
況
届
」
を
出
し
忘
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
、
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
徴
収
の
対
象
者

　
特
別
徴
収
（
差
し
引
き
）
の

対
象
と
な
る
の
は
年
金
受
給

額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
場

合
で
す
。

　
老
齢
福
祉
年
金
・
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
は
対
象
外
で
す

の
で
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【問い合わせ】
介護保険事務所保険管理班
☎ 0187- 86-3911まで

会
館
情
報
開
催
イ
ベ
ン
ト
紹
介

チ
ケ
ッ
ト
販
売
状
況

イベント名期　日 開演時間 入場料 その他

８月14日（日） 黒澤映画の夕べ

①酔いどれ天使 14:00
② 羅  生  門 15:40
③酔いどれ天使 17:30
④ 羅  生  門 19:10

一般   500円

高校生以下 無料

当日現金引き換えで

入場（前売り券なし）

※500円で何本でもご
覧になれます。

中仙市民会館☎ 0187-56-7200

チケット発売開始

　　忍たま乱太郎キャラクターショー
　開催日時／10月29日（土）午後２時30分開演

　発売日／８月21日（日）発売開始

　入場料／前売り1,600円・当日2,000円（全席自由）

チケット好評販売中

おためし遊ばせ－主婦の反乱－
開催日時／9月27日（火）午後6時30分開演

入場料／S席5,000円・A席3,500円

（全席指定）　　　　

大曲市民会館☎ 0187-63-8766

平成17年度途中で65歳になった方

〃 年金の受給が始まった方

〃 大仙市仙北郡外から転入した方

〃 保険料が減額になった方

保険料が増額になった方

年金が一時差し止めになった方

平成18年９月までは納付書で納め、10月から年金

より差し引かれます。

※平成17年度の２月・３月に65歳になった方や

老齢（退職）年金の受給が始まった方は平成18年

10月からの特別徴収の切り替えに間に合わない

場合があります。

年金から差し引き ＋ 増額分を納付書で納付

翌年４月１日に年金を受給していれば、10月の年

金から差し引きされます。

普通徴収で納める場合 納付について

８月17日（水）
北東北の民謡と
手踊りの祭典

14:00
2,000円

（全席自由）

北東北の著名民謡歌手
による民謡と手踊りの
ショー
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●太田地域人口統計（平成17年６月30日現在）
       2        2

■人口＝7,614人（大仙市：95,767人）■世帯＝2,082世帯（大仙市：30,269世帯）■面積＝103.36km（大仙市：866.68km）

「
総
合
支
所
便
り
」

　
第
８
回
目
は
、田
園
と
花
色
の
ま
ち

太
田
総
合
支
所
か
ら
の
紹
介
で
す
。

■
太
田
の
歴
史

　
太
田
町
は
、
昭
和
30
年
に
横
沢
村
と
長
信

田
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
太
田
の
歴
史
は
、
開
拓
の
歴
史
で
も
あ
り

ま
す
。
広
大
な
原
野
の
開
拓
を
夢
み
た
祖
先

は
、
開
田
と
農
業
用
水
の
確
保
に
熱
意
を
燃

や
し
、
近
世
秋
田
藩
の
時
代
か
ら
平
成
の
現

在
に
至
る
ま
で
、
３
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ

て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
太
田
交
流
の
森
か
ら
眺
め
る
美
し
い
田

園
風
景
は
、
豊
か
さ
と
住
み
や
す
さ
を
求

め
た
先
人
た
ち
の
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
成
果
と
い
え
ま
す
。

■
現
在
の
太
田

四
季
の
村
づ
く
り

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
田
園
風
景
、
緑
の
映

え
る
ど
っ
し
り
と
し
た
山
並
み
、
黄
金
の

稲
穂
が
波
打
つ
大
地
、
そ
し
て
冬
の
夜
空

に
輝
く
大
台
ス
キ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
。
こ

う
し
た
自
然
の
息
吹
と
四
季
の
彩
り
が
、

何
に
も
代
え
難
い
太
田
地
域
の
財
産
で
す
。

　
旧
太
田
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
資

源
と
農
村
の
豊
か
さ
と
を
生
か
し
て
、
四

季
を
通
し
た
交
流
の
場
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
場
と
な
る
「
太
田
四
季
の
村
」
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
奥
羽
山
荘
周
辺
に
広
が
る
16
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
広
大
な
「
太
田
ふ
れ
あ
い
の
里
」
に
は
、

日
本
一
の
広
さ
を
誇
る
秋
田
太
田
奥
羽
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
や
伝
統
的
民
家
を
再
現

し
た
曲
が
り
家
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
野
外
活

動
施
設
と
温
泉
宿
泊
施
設
を
備
え
た
野
外
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
隣
接
す
る
「
太
田
農
村
体
験
の
里
」
に

は
、
体
験
農
園
や
ふ
れ
あ
い
動
物
舎
、
ビ
オ

ト
ー
プ（
生
き
物
が
生
息
で
き
る
場
所
）な
ど

が
整
備
さ
れ
、
豊
か
な
農
村
環
境
を
、
見
て
、

触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
台
ス
キ
ー
場
周
辺
の「
太
田
交
流
の
森
」

は
、
仙
北
平
野
を
一
望
で
き
る
す
ば
ら
し
い

眺
め
の
中
で
、
森
林
浴
を
は
じ
め
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
、
ス
キ
ー
な
ど
が
楽
し

め
る
県
南
一
の
ア
ウ
ト
ド
ア
エ
リ
ア
で
す
。

　
太
田
球
場
周
辺
の
「
太
田
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
」
は
、
野
球
場
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

多
目
的
運
動
広
場
、
合
宿
施
設
な
ど
が
集
約

さ
れ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
隣
接
す
る
横
沢
公
園
は
、
春
は
ス
イ
セ

ン
、
初
夏
は
花
菖
蒲
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
咲

く
花
公
園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
太
田
地
域
と
美
郷
町
千
畑
地
域
に

ま
た
が
る
東
部
山
岳
地
帯
は
、
昭
和
50
年
１

月
に
真
木
真
昼
県
立
自
然
の
指
定
を
受
け
、

今
年
で
30
周
年
と
な
り
ま
し
た
。「
花
の
百

名
山
」
と
し
て
知
ら
れ
る
薬
師
岳
な
ど
、
大

仙
市
の
「
登
山
の
名
所
」
と
し
て
、
多
く
の

登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
太
田
地
域
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　４コース
・96ホー

ルでコー

ス面積が約
6.6ヘクタ

ールと日

本一の規
模を誇る

グラウン

ド・ゴルフ
場。

　平成10
年に全国大

会が行わ

れたほか、
毎年、全国

規模の南

部忠平杯グ
ラウンド・

ゴルフ大

会が開かれ
るなど、日

本屈指の

会場として
有名です。

平日はも

ちろん、休
日になると

県内外か

ら多くの愛
好者が訪れ

ます。

秋田奥羽グ
ラウンド・

ゴルフ場

雪どけとともに59種約２万株の
スイセンが咲き誇る横沢公園
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太田地域案内図

■薬師岳（1,218m）
　真木真昼県立自然公園内にある薬師岳は、７月
中旬にはニッコウキスゲの群落が登山客を出迎え、
晴れの日には、遠く日本海や男鹿半島も見ること
ができます。

■大台スキー場
　仙北平野を一望できるすばらしい眺めを誇り、県
内一の全長1.4㎞のナイターコースは、スノーボー
ドも全面滑走可能です（ハーフパイプコースあり）。

■太田交流の森（大台スキー場）からの眺望
　大仙市を含めた横手盆地は、日本でも有数の穀倉地帯です。横手

盆地の北側、仙北平野は田沢疏水の開拓などにより、美しい田園風

景が広がっています。

　この仙北平野を、太田交流の森（大台スキー場）から一望すること

ができます。交流の森展望台からの眺めは、天気がよければ、南西

に鳥海山、遠く日本海側には、太平山（秋田市）も見えます。

　５月中旬、水田の代かきが始まると、仙北平野はまるで湖のよう

になります。田植えが始まり、稲が大きくなるにつれて「仙北湖」は

だんだんと緑を増して、緑の湖へと変わっていきます。そして稲刈

りが近くなると、黄金の湖となります。夜景もとてもきれいです。

　大仙市の四季の変化を、大台山からぜひ眺めてみてください。
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大
曲
、
協
和
の
両
地
域
で
、
花
火
に
願
い

を
込
め
た
七
夕
花
火
が
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
大
曲
地
域
で
は
６
月
29
日（
水
）か
ら
７
月

７
日
（
木
）
ま
で
の
期
間
、
地
域
内
の
幼
稚

園
・
保
育
園
児
の
願
い
を
書
い
た
短
冊
を

飾
っ
た
七
夕
飾
り
を
花
火
通
り
商
店
街
に
設

置
。
７
月
２
日（
土
）に
は
商
店
街
の
夜
間
営

業
に
合
わ
せ
て
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

7
 3
日

結
構
な
お
点
前
で
、
小
学
生
が
お
茶
会
体
験

「
西
仙
北
地
域
芸
術
祭
」

7
 2    9
土 土

毎
月
花
火
が
打
ち
上
が
る
ま
ち
　
今
回
は
星
に
願
い
を

「
大
曲
・
協
和
両
地
域
で
七
夕
花
火
」

　
７
月
４
日（
月
）、神
奈
川
県
座
間
市
と
の
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
自
治
体
間
で
支
援
し
合
う
、
相
互
応
援
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
食
糧
、飲
料
水
な
ど
の
生
活
必
需
物
資
や
被

災
害
者
救
出
、
復
旧
な
ど
の
た
め
の
資
機
材
提
供
、
職
員

派
遣
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
協
定
は
、
平
成
10
年
に
旧
中
仙

町
と
座
間
市
の
間
で
締
結
さ
れ
て
お
り
、市
町
村
合
併
後

の
新
市
で
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
18
日（
月
）に
は
、
座
間
市
か
ら
給
水
車
１
台
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
誕
生
記
念
式
典
終
了
後
、
星
野
勝
司
・

座
間
市
長
か
ら
栗
林
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
給
水
車
は
、
荷
台
に
２
ト
ン
の
給
水
タ
ン

ク
を
積
載
し
、走
行
距
離
は
約
２
６
０
０
キ
ロ
と
新
車
同

様
で
す
が
、
首
都
圏
の
８
都
県
市
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
走
行

規
制
に
よ
り
座
間
市
で
は
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

大
仙
市
が
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

7
 4    18
月 月

災
害
時
に
は
相
互
応
援
を

「
座
間
市
と
の
相
互
応
援
協
定
締
結
と
給
水
車
贈
呈
」

　
当
日
は
大
曲
太
鼓
道
場
に
よ
る
演
奏
会
や
花
火
線
香
を
楽
し
ん
だ
後
、さ
ま
ざ
ま
な
割
物
花

火
を
解
説
し
な
が
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
９
日（
土
）に
は
第
24
回
協
和
七
夕
花
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
地

域
の
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
県
内
で
は

協
和
と
増
田
の
大
会
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

直
径
60
セ
ン
チ
の
２
尺
玉
の
大
玉
の
ほ
か
、
尺
玉
や

ス
タ
ー
マ
イ
ン
花
火
な
ど
約
２
０
０
０
発
の
花
火
が

打
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
大
仙
市
誕
生
を
記
念
し
て
市
内
４
業
者

と
美
郷
町
の
１
業
者
に
よ
る
創
造
花
火
の
共
演
な
ど

が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
ら
れ
、
多
く
の
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
７
月
３
日（
日
）、西
仙
北
芸
術
文
化
協
会
主
催
に
よ
る

「
西
仙
北
地
域
芸
術
祭
」
が
今
年
も
西
仙
北
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
西
仙
北
地
域
の
小
学
生
を
対

象
に
「
お
茶
会
」
の
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
う
へ
ん

　
当
日
は
、
約
20
人
の
園
児
や
小
学
生
が
参
加
し
、「
宗
　

し
ょ
う
ふ
う

流
奥
山
社
中
」「
小
笠
原
流
高
根
社
中
」「
表
千
家
流
松
風

会
」
の
三
社
中
の
お
点
前
で
、
お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子

を
味
わ
い
な
が
ら
伝
統
文
化
の
雰
囲
気
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
芸
術
祭
で
は
、
お
茶
会
の
ほ
か
に
「
水
墨
画
」「
絵
画
」

「
七
宝
焼
」「
陶
芸
」「
生
け
花
展
」
等
の
展
示
も
あ
り
、
来

館
者
は
一
つ
一
つ
の
作
品
を
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

大曲地域の七夕花火。

第24回協和七夕花火。
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7
17
日

川
の
あ
る
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

「
雄
物
川
流
域
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」

7
 7
木

木
の
ぬ
く
も
り
い
っ
ぱ
い
の
新
園
舎

「
協
和
保
育
園
竣
工
式
」

7
 7
木

責
任
の
重
さ
か
み
し
め
　
団
結
と
士
気
の
高
揚

「
大
仙
市
消
防
団
団
旗
引
き
渡
し
」

7
 1
金

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

「
大
信
田
ハ
ル
ノ
さ
ん
が
満
99
歳
の
歳
祝
い
」

　
７
月
17
日（
日
）
午
前
７
時
か
ら
、
大
曲
地
域
の
丸
子

川
・
雄
物
川
・
川
港
親
水
公
園(

旧
横
手
川)

の
３
カ
所
で

雄
物
川
流
域
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
10
日（
日
）の
予
定
で
し
た
が
、
雨
の
た
め
に
順
延

と
な
っ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
会
場
に
は
町
内
会
や
市
内
企
業
、中
学
校
な
ど
各
種

団
体
か
ら
約
１
１
０
０
人
の
方
が
参
加
し
、ご
み
拾
い
や

除
草
、
花
だ
ん
の
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
は
約

１
時
間
ほ
ど
で
終
了
し
、回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
２
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
で
約
４
台
分
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
環
境
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
私
た
ち
の
川
の
あ
る
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
、
い

つ
ま
で
も
美
し
く
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
７
日（
木
）、協
和
保
育
園（
信
太
千
恵
子
園
長
）の

竣
工
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
園
舎
は
、老
朽
化
が
進
ん
だ
協
和
保
育
園
と
峰
吉
川

保
育
園
を
統
合
し
、
昨
年
８
月
か
ら
工
事
に
着
工
。
木
造

平
屋
建
で
建
築
面
積
１
７
３
３
平
方
メ
ー
ト
ル
。地
場
産

秋
田
杉
の
集
成
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
建
物
は
、一

時
保
育
室
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
、
１
、

２
歳
の
乳
児
の
た
め
の
ほ
ふ
く
室
が
広
く
さ
れ
る
な
ど
、

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
栗
林
市
長
が
「
地
域
の
子
育
て
支
援
の
中
核
と

し
て
役
割
を
担
い
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後
に
年
長
組
の

園
児
30
人
が
く
す
玉
を
割
っ
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
７
月
７
日（
木
）、
大
仙
市
消
防
団
の
団
旗
が
完
成
し
、

団
旗
の
引
き
渡
し
式
が
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
団
旗
は
エ
ン
ジ
色
の
絹
を
生
地
に
、
消
防
団
の
マ
ー

ク
を
金
銀
の
糸
で
盛
り
上
げ
刺
し
ゅ
う
し
た
も
の
で
、縦

80
セ
ン
チ
、
幅
１
１
０
セ
ン
チ
の
大
き
さ
。

　
栗
林
市
長
が
「
大
き
な
組
織
の
消
防
団
と
な
っ
た
が
、

大
仙
市
消
防
団
と
し
て
水
害
や
火
災
な
ど
で
難
儀
を
か
け

ま
す
が
、
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
間

瀬
堅
一
消
防
団
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
間
瀬
団
長
は
団
旗
を
手
に「
団
旗
の
重
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
団
の
象
徴
で

あ
る
団
旗
の
下
、団
員
の
一
層
の
団
結
と
士
気
高
揚
を
図

り
市
民
の
負
託
に
応
え
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
７
月
１
日（
金
）、
大
信
田
ハ
ル
ノ
さ
ん（
太
田
町
東
今

泉
）が
め
で
た
く
満
99
歳
を
迎
え
、
鈴
木
龍
一
・
太
田
総

合
支
所
長
が
白
寿
祝
い
金
と
花
束
を
贈
り
、長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

　
大
信
田
さ
ん
は
、
明
治
39
年
生
ま
れ
。
現
在
は
、
孫
・

勝
美
さ
ん（
62
歳
）夫
婦
ら
と
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
の
こ
と
は
だ
い
た
い
自
分
で
行
う
ほ
か
、好
き

嫌
い
も
な
く
何
で
も
食
べ
る
規
則
正
し
い
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　「
長
生
き
の
秘
訣
は
」
と
た
ず
ね
る
と
、
大
信
田
さ
ん
は

「
晴
れ
た
日
の
草
む
し
り
作
業
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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■会場／市役所中仙庁舎前ドンパン広場
■内容／オープニング・大神成菅原太鼓 13：45～

ドンパンっ子フェステバル 14：00～
ドンパン夕焼けタイム 16：00～
ドンパンフェスティバル 17：00～
ドンパンミッド・

　　　　　　　ナイトフェスティバル 20：00～
　（コンサート＆花火ショー）

【問い合わせ】
中仙観光協会☎ 0187-56-2337

　
ド
ン
パ
ン
節
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
中
仙

地
域
。
今
年
は
合
併
を
記
念
し
て
、
市
内
各
地
域

の
太
鼓
や
民
謡
、
さ
さ
ら
舞
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
メ
ー
ン
の
ド
ン
パ
ン
踊
り
で
は
、
大
勢
の
飛
び

入
り
の
方
も
加
わ
り
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
踊

り
の
輪
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
観
る
だ
け
じ
ゃ
物
足
り
な
い
「
ド
ン
パ
ン
祭

り
」、
ぜ
ひ
踊
り
の
輪
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ドンパン祭り

８月16日（火）

　仙北地域の夏の風物詩「彩夏SENBOKU2005」。

雅なる時代へと誘う夏まつりへみなさんもどうぞ

お越しください。

８月15日（月）
まつり
「彩夏SENBOKU２００５」

■会場／国指定史跡「払田柵跡」内特設会場
（仙北地域）

■内容／魚のつかみ取り 15：00～
（小学生以下対象）
合併記念 歌の競演 16：00～
（ゲスト：演歌の歌姫 小桜舞子）
平安行列 19：00～
花火ショー 20：00～

第79回全国花火競技大会

８月27日（土）
■会場/雄物川河川緑地運動公園
■昼花火の部/17：00～
■夜花火の部/18：50～

【問い合わせ】
市役所商工観光課☎ 0187-63-1111（内線272）
大曲商工会議所☎ 0187-62-1262
大仙市観光情報センター（ＪＲ大曲駅内）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎0187-86-0888

　当日は交通規制等で、大変ご迷惑をおかけします。
　交通規制については交通規制図または花火大会に関
する案内をパソコンや携帯電話からアクセスできる
「大曲花火アクセスnavi」をご覧ください。
　また、交通規制区域内にお住いの方に配布する指定
区域通行届出書は、８月上旬までに配布します。

交通規制図の配布先
大曲総合支所農林振興課または各総合支所

大曲花火アクセスnavi
http://www.oh-hanabi.com

【問い合わせ】
仙北総合支所地域振興課
☎ 0187-63-3003

　第79回全国花火競

技大会「大曲の花火」

が、８月27日（土）に開

催されます。

　内閣総理大臣賞や中

小企業庁長官賞、さら

に経済産業大臣賞、文

部科学大臣奨励賞などが授与される日本一の質と規

模を誇る大会には、市内４業者を含む30業者が参

加。参加花火師は最も権威のある大会として花火技

術を競い合います。

　また、毎年注目される大会提供花火のテーマは
ハ レ ム

「ＨＡＲＥＭ～砂漠の宮殿～」。迷い込んだ未知の宮

殿でのきらびやかな宴や金銀財宝、装飾品などのイ

メージを花火で表現。６分45秒の音と光でつづる夢

のような幻想的なアラビアンナイトの世界を演出し

ます。

注目の大会提供のテーマは
「ＨＡＲＥＭ」。

　大会は、午後５時か

らの昼花火競技で開幕

し、夜花火は同午後６

時50 分から競技開始。

約15,000発の花火が観

衆を魅了します。
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企画展･････････････････････････････

■畜産試験場紹介展

期間／８月２日（火）から９月 25 日

（日）まで

■食と農展

期間／８月23日（火）から９月25日（日）

おやこ自然教室･････････････････････

　おやこ自然教室は無料です。参加申し

込みは、開催日の１ヵ月前から電話

（0187-68-2300）で受け付けています。

■夏休み大作戦②食虫植物のひみつを

さぐろう

対象／幼児・小・中学生と親

期日／８月６日（土）

時間／午前９時30分～正午

定員／20人

■夏休み大作戦③押し花で遊ぼう

対象／幼児・小・中学生と親

期日／８月20日（土）

時間／午前９時30分～正午

定員／20人

夏の特別展･････････････････････････

■ベゴニア展

期間／８月５日（金）から21日（日）まで

【問い合わせ】

秋田県立農業科学館

☎ 0187-68-2300まで（月曜休館）
※月曜が祝日の場合、火曜日が休館日になります

８月の

秋田墨滴窓友会書道展（～16日）■午後１時～■大曲仙北広域交流センター※P17

黒澤映画の夕べ
　■午後１時開演■中仙市民会館（全席自由500円）※P9
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：小西歯科医院（美郷町・六郷）☎ 0187-84-1111
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111（内線2111）

大 仙 市 の 行 事 予 定
８月１日（月）～20日（土）

行事予定は都合により日程が変わる場合もあります

太田交流プラザ「夕市」■午後４時～■太田交流プラザ（太田球場隣り）

成人式（対象地域のみ）
　■神岡・南外・太田地域の各会場（開催地区の対象者のみ）

彩夏SENBOKU2005
　■午後３時～■払田柵跡内特設会場※P14

市長面会日■午後１時30分～３時■西仙北総合支所

休祭日救急医療センター（大曲保健センター内）
■内科・小児科■午前10時～午後４時☎ 0187-62-1015

巡回教育相談■午前10時～午後３時■大曲仙北広域交流センター※P16

ドンパン祭り
　■午後１時45分～■ドンパン広場（中仙総合支所前）※P14

北東北の民謡と手踊りの祭典
　■午後２時開演■中仙市民会館（全席自由2,000円）※P9

太田地域夏期囲碁大会■午後１時～■敬愛館（1,500円）※P17

全県550歳野球（～８日）
　■午前９時～■南外山村運動広場

夏まつり大曲
　■午後１時30分～■花火通り商店街

神岡ふるさと祭り
　■午後４時～■神岡総合支所前駐車場

子ども樽みこしコンテスト
　■午前10時～■大曲大町交差点
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：田口歯科クリニック（角館町）☎ 0187-53-2212
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111（内線2111）

市長面会日■午前９時30分～11時■神岡総合支所

(木)18
(金)19
(土)20

(水)17

(火)16

(月)15

(日)14

(土)13

(水)10

9 (火)

(日)7

(土)6

大曲仙北医師会からのお知らせ
　８月より、大曲仙北医師会の当番制により、
休日の小児救急診療を始めます。
◆日時／毎週日曜日午前９時～午後３時
◆医療機関／仙北組合総合病院
【問い合わせ・診療申し込み】
仙北組合総合病院
☎ 0187-63-2111（内線2111）まで

※平日の問い合わせは総務課（内線2201）まで5 (金)

(木)4

(金)12

(木)11

8/ (月)1

2 (火)

3 (水)

(月)8
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ご利用ください

巡回教育相談

　子どもの発達や気になる行動

への対応、就学に関する相談な

ど、保護者の方を対象とした巡回

教育相談を行います。

　当日は福祉関係者や特別支援

教育担当教員など専門の担当者

が相談に応じます。

◆期日／８月11日（木）

◆時間／午前10時～午後３時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆申し込み／各教育委員会分室

【問い合わせ】

教育庁特別支援教育課指導班

☎ 018-860-5135まで

休日開庁と業務の延長

社会保険事務所の年金相談

　社会保険事務所では、年金相談

窓口（加入期間の確認や見込み額

の照会など）の時間を延長します。

◆期日・受付時間／

【平日】８月８日（月）から12日（金）

までの午前８時30分～午後７時

【休日】８月13日（土）午前９時30

分～午後４時

【問い合わせ】

大曲社会保険事務所

☎ 0187-63-2299まで

国を守る

各種自衛官採用試験

　各試験の日程は次のとおりです。

【問い合わせ・申し込み】

自衛隊秋田地方連絡部大仙募

集事務所

☎ 0187-63-1313まで

成18年３月卒業見込みの方

※詳しくは受験案内を確認ください。

◆申込書・受験案内請求／秋田県

市町村総合事務組合（〒 0 1 0 -

0951 秋田市山王4-2-3）に請求

してください。郵便請求の場合

は封筒の表に「職員採用試験申

込用紙請求」と朱書きし、あて先

明記の120円切手を貼った返信

用封筒（A４）を必ず同封してく

ださい。

◆申込受付期間／８月３日（水）か

ら24日（水）まで※当日必着

◆試験日時／９月18日（日）午前

９時受付開始

◆試験会場／秋田経済法科大学

◆その他／詳細については秋田県

市町村総合事務組合まで問い合わ

せください。

【問い合わせ・申し込み】

秋田県市町村総合事務組合総務課

☎ 018-888-0220まで

お忘れなく

個人事業税の納付

　８月は県の個人事業税の納期で

す。最寄りの銀行・郵便局・農協の

窓口で忘れずに納付してください。

【問い合わせ】

仙北地域振興局県税課

☎ 0187-63-5222まで

リサイクルで循環

電話帳の配達と回収

　NTT東日本秋田支店では、８月

中に新しい電話帳を各家庭・事業

所へお届けします。現在使ってい

る電話帳は新しい電話帳と取り替

えますので配達員へ渡してくださ

い。回収された電話帳は新しい電

話帳に完全リサイクルされます。

渡せなかった時や、配達冊数に変更

がある場合はタウンページセンター

までご連絡ください。

【問い合わせ】

タウンページセンター

☎ 0120-506-309まで

秋田県市町村総合事務組合

職員（上級）採用試験

◆受験資格／昭和51年４月２日

から昭和59年４月１日までに生

まれた方、昭和59年４月２日以

降に生まれた方で大学卒または平

県南地区ものづくり企業

ステップアップ研修

◆対象／製造業の企業

◆期日／８月30日（火）から平成

18年１月24日（火）までに10日間

◆時間／午前９時～午後４時30分

◆会場／横手市就業改善センター

（横手一の口）

◆受講料／１社５万円（会員企業

３万円）

◆申込受付期限／８月19日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県南工業振興会事務局

☎0182-32-2111（内線254）まで

起業意欲のある方募集

創業塾

◆対象／起業意欲があり、全日程

を受講できる方

◆期日／８月20（土）から９月10

日（土）までの全５回

◆時間／午前９時30分～午後４

時30分

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆定員／40人

◆受講料／3,000円

◆申し込み方法／申込書を秋田県

商工会連合会南部指導センター

（〒013-0046 横手市神明町2-

27）まで郵便かファックス（0182-

32-8957）で申し込み。

◆申込受付期限／８月12日（金）

※定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ・申し込み】

秋田県商工会連合会南部指導

センター

☎ 0182-32-7156まで

次回広報は８月15日（月）に行政協力員へお届けします。

一般曹候
補学生

曹候補士

２等陸海
空士

航空学生

受付期間 試験期日 応募資格

９月17日
（土）

９月23日
（金）

９月16日（金）
から30日（金）
までのいずれ
か１日

18歳以上
27歳未満

18歳以上
24歳未満

高 卒
（見込み含む）

27歳未満

８月１日
（月）

９月８日
（木）

〜

８月は「Aターン就職促進月間」です
　県とハローワークは、県内への定住を希望する方を応援していま

す。相談は県内各ハローワーク、Aターンプラザ秋田（東京都）、北

海道・名古屋・大阪の秋田県事務所で受け付けています。ご利用く

ださい。

【問い合わせ】

秋田県労働政策課雇用対策室☎ 018-860-2333まで
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表彰します

いい歯のお年寄り

　「生涯にわたり健康な歯と歯ぐき

で健やかな生活を過ごそう」を

テーマに、現在80歳以上で20本

以上自分の歯を持っている方に認

定証を交付する「8020いい歯の

表彰事業」を行っています。

　最寄りの「8020いい歯のお年

寄り表彰」と掲示のある歯科医療

機関まで申し込みください。

◆対象／

①秋田県内に住所がある方

②大正14年３月31日以前に生ま

れた方（80歳以上）

◆認定基準／

①現在歯数が20 本以上ある方。

人口歯根（インプラント）は現在歯

に含まない。

②喪失歯がないか、あっても処置

がなされているなど良好な状態で

ある方

③未処置の虫歯がない方

④全身の健康状態、歯肉および

歯垢清掃状態が比較的良好であ

る方

◆申込受付期限／８月31日（水）

【問い合わせ】

大仙保健所健康増進班

☎ 0187-63-3403まで

参加者募集

われら健康づくりチャンピオン

　グループで目標を決め、より良

い生活習慣を身につけませんか。

◆申し込み方法／各地域の保健セ

ンター、大仙保健所にある申込書

に必要事項を記入し、申し込みく

ださい。

◆申込受付期限／８月31日（水）

※土・日曜日、祝日を除く

【問い合わせ・申し込み】

各地域の保健センター

大仙保健所健康増進班

☎ 0187-63-3405まで

大曲の花火に参加しませんか

花火大会アルバイト募集

　「第79回全国花火競技大会」の

桟敷入口で接客対応してくれるア

ルバイトを募集しています。

◆対象／年齢が19歳以上40歳未

満の方

◆日時／８月27日（土）午前11時

～午後10時

◆日当／10,000円（昼夕食付き）

◆定員／先着40人

※当日は動きやすい服装で来てく

ださい（サンダル不可）。

【問い合わせ・申し込み】

大曲商工会議所

☎ 0187-62-1262まで

初心者大歓迎

太田地域夏期囲碁大会

　市内の方ならどなたでも参加で

きます。太田地域外からの参加希

望の方は事前に申し込みください。

◆日時／８月20日（土）午後１時～

◆会場／敬愛館（太田町東今泉）

◆参加費／1,500円（食事代、記

念品代）

【問い合わせ・申し込み】

太田町囲碁同好会 戸嶋さん

☎ 0187-88-1770まで

大仙市誕生記念

イースタンリーグ公式戦

　北海道日本ハムファイターズ対東

北楽天ゴールデンイーグルスのイー

スタンリーグ公式戦を行います。

◆期日／８月14日（日）

◆時間／午前９時30分開場、午後

１時試合開始（練習見学も可能）

◆会場／太田球場

◆入場料／

【内野席】前売り一般1,500円・

中学生以下 50 0 円、当日一般

1,800円・中学生以下600円

【外野席】前売り一般500円・当

日700円、中学生以下無料

【問い合わせ】

太田分室スポーツ振興班

☎ 0187-86-9460まで

親子で楽しみませんか

夏の思い出ミュージアム

　美術鑑賞をしながら、夏のひとと

きを美術館で過ごしてみませんか。

◆期間／８月29日（月）まで

◆時間／午前９時30分～午後５

時（入館は午後４時30分まで）

◆会場／県立近代美術館（横手市）

◆観覧料／一般400円、学生300

円、中学生以下無料

【問い合わせ】

秋田県立近代美術館

☎ 0182-33-8855まで

親しみやすい書などを展示
そう ゆう かい

秋田墨滴窓友会書道展

　小・中学生、高校生および県展

出品作品などの展示もあります。

◆期間／８月14日（日）から16日

（火）までの午前９時～午後４時

※14日（日）は午後１時から

◆会場／大曲仙北広域交流センター

【問い合わせ】

秋田墨滴窓友会事務局 小松さん

☎ 0187-63-0618まで

■人　口　95,767 人（－ 27）

　　　男　45,509 人（－ 18）

　　　女　50,258 人（－ 9）

■世帯数　30,269世帯（＋ 25）

（６/30現在）

※ （　） 内は前月比

第４級アマチュア無線技師

養成講習会

　講習会参加者を募集しています。

◆期日／９月３（土）・４日（日）

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／神岡農村環境改善セン

ター（かみおか温泉「嶽の湯」隣り）

◆定員／60人

◆受講料／22,750円

◆申込受付期限／８月27日（土）

【問い合わせ・申し込み】

ラジオハウス 佐藤さん

☎ 0187-72-4868まで

17



8.12
0
0
5

平
成
1
7
年
8
月
1
日
号
  V
ol.8

① 20人　②38人　③50人　　
応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は８月15日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、Eメール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 大仙市誕生記念式典で総務大臣表彰を
受けた方々は何人でしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分が当たる 8

江
戸
時
代
の
紀
行
家
が
残
し
た
資
料
を
ひ
も
解
く

『
菅
江
真
澄
パ
ネ
ル
展
を
道
の
駅「
協
和
」で
実
施
中
』

江
戸
時
代
後
期
に
東
北
・
北
海
道
を
旅
し
た
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
。

彼
が
残
し
た
膨
大
な
資
料
を
ひ
も
解
く
と
、

東
北
各
地
に
眠
っ
て
い
る
す
て
き
な
魅
力
が
よ
み
が
え
る
。

　
道
の
駅
「
協
和
」
を
は
じ
め
「
ふ
た
つ
い
」「
て
ん
の
う
」

「
し
ょ
う
わ
」「
雁
の
里
せ
ん
な
ん
」「
水
の
里
・
鳥
海
郷
」

に
お
い
て
、「
菅
江
真
澄
の
道
」
パ
ネ
ル
展
と
持
ち
歩
き
に

便
利
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
の
駅
「
協
和
」
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
、

菅
江
真
澄
研
究
会
等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
真
澄
の
足
跡
案
内
を
手
に
出
か
け
、
東
北
各
地
に

眠
っ
て
い
る
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
な
い
魅
力

的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】

道
の
駅
「
協
和
」

☎
０
１
８（
８
８
１
）６
６
４
６

道の駅「協和」で配布されるリーフレット。

５月３日（火）に開催された、道の駅「協
和」でのパネル展とボランティアガイ
ドの様子。

　なお、国土交通省秋田河川国道事務
所ＨＰ（http://www.thr .ml it .go. jp/
akita/）でボランティアガイドの日程な
どを紹介しておりますので、来所の前
にご確認ください。

▼
先
日
ま
で
肌
寒
い
と
感
じ
て
い
た
の
に
、
あ
っ

と
い
う
間
に
夏
が
来
て
し
ま
っ
た
▼
時
間
の
経
過

が
早
い
と
感
じ
る
年
齢
。
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
は

一
日
が
今
よ
り
も
長
く
、
時
間
が
早
い
と
感
じ
る

の
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
っ
た
時
だ
け

だ
っ
た
▼
前
に
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
事
が
あ
る
、

「
子
ど
も
が
時
間
の
経
過
を
遅
い
と
感
じ
る
の
は
、

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
」
だ
と
い
う
話
。
本
当
に
大
切
な
事
を
吸
収
し

て
い
た
の
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
「
一
日
が
長
い
」
と

感
じ
た
あ
の
時
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
こ
の
季

節
、
昔
を
思
い
出
す
と
小
学
校
の
夏
休
み
が
頭
に

思
い
浮
か
ぶ
。
川
で
泳
い
だ
り
、
カ
ブ
ト
ム
シ
を

獲
っ
た
り
、
花
火
を
し
た
り
、
友
達
と
遊
ん
だ
り
、

何
気
な
い
日
常
だ
っ
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
と

色
々
な
体
験
、
一
日
を
今
よ
り
も
ず
っ
と
長
く
感

じ
て
い
た
▼
夏
本
番
。
大
人
に
な
っ
て
外
で
遊
ぶ

こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
昔
を
思
い
出

し
、
自
分
も
楽
し
み
な
が
ら
娘
に
色
々
な
こ
と
を

体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
▼
娘
が
学
ぶ
こ
と
、
娘
か

ら
学
ぶ
こ
と
、
こ
の
年
に
な
っ
て
も
一
日
が
長
い

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。（
朋
）


